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広 報  Ｉt's Osada Civil  

工 事 名 ：金浦漁港 水産物供給基盤機能保全工事 42029-K01   

工事場所：にかほ市金浦地内 

TOPICS 

水中コンクリート打設時には、打設速度 

の調整などの他、汚濁防止膜の設置によ 

り、周辺環境に配慮し汚濁拡散の防止に 

努めました。 

増水など現場にひそむ危険などを、のぼ 

り旗により、目に見える形で表示するな 

どし、災害防止に努めております。 

 現在、物揚場新設護岸の防食鋼矢板(12.7m) 

の打込み作業を行っています。 

現場は住宅に隣接している為、低騒音・低振 

動機械の使用の他、作業時間帯の調整などに 

より、周辺環境に配慮した施工を行い、12月 

中旬の完成に向け、残り作業を進めていきます。 

 現在、工事が完成し12月中旬の完成検査と 

なっています。 

甲突堤工事では、県内初の新工法である『プ 

レキャストコンクリート製残置型枠工法』を 

導入し、施工期間中は現場見学会の受入れな 

ども行いました。今後も、生産性向上を意識 

した現場運営に努めていきたいと思います。 

 『安全の見える化の実施』 

 当社では、11月30日に防災訓練を実施しました。 

始めに消火訓練では、本荘消防署職員の方のご協力の元、消

火器の使い方をご指導いただき、実際に火災を想定した消火

活動を体験しました。次に、地震発生を想定した避難訓練を

実施し、屋外への避難後、災害用テントや簡易トイレの組立

てを行いました。今回の訓練を通して、社員ひとりひとりの

防災意識を高めることができ今後の防災への備えとしていき

ます。 

『 汚濁防止膜の使用』 


